
当
社
は
、
原
位
置
浄
化
を
特
長
と
し

た
土
壌
汚
染
の
調
査
・
対
策
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
二
月
に

最
初
の
土
壌
浄
化
工
事
を
実
施
し
て
以

来
、
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
に
八
七
件

の
施
工
実
績
が
あ
る
。
対
象
汚
染
物
質

は
揮
発
性
有
機
塩
素
化
合
物
、
ベ
ン
ゼ
ン
、

油
分
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
お
り
、

適
用
し
た
浄
化
手
法
は
、
フ
ェ
ン
ト
ン
反

応
を
利
用
し
た
原
位
置
化
学
酸
化
を
筆

頭
に
原
位
置
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
ナ
ノ
鉄
粉
の
原
位
置
注
入
と
続
き
、

現
場
に
よ
っ
て
は
掘
削
除
去
や
揚
水
処

理
と
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
施
工
面
積
で

は
数
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
か
ら
数
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
工
場

跡
地
ま
で
対
応
し
て
お
り
、
夏
期
休
暇

等
で
休
止
中
の
工
場
施
設
内
や
不
動
産

フ
ァ
ン
ド
に
組
み
入
れ
る
物
件
で
の
浄

化
実
績
も
あ
る
。
３
分
の
２
の
現
場
は
、

調
査
か
ら
対
策
ま
で
一
貫
し
て
受
注
し

て
い
る
が
、
３
分
の
１
は
既
存
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
た
浄
化
工
事
単
独
の
受
注

で
あ
る
。

フ
ェ
ン
ト
ン
反
応
の
特
徴
と

浄
化
手
順

施
工
実
績
の
多
い
フ
ェ
ン
ト
ン
反
応
を

用
い
た
原
位
置
化
学
酸
化
は
、
過
酸
化

水
素
水
と
二
価
の
鉄
塩
水
溶
液
を
汚
染

さ
れ
た
地
盤
中
に
注
入
し
、
原
位
置
で

酸
化
力
の
強
い
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ラ
ジ
カ
ル
を

発
生
さ
せ
て
有
機
性
の
汚
染
物
質
を
酸

化
分
解
す
る
方
法
で
あ
る
。
フ
ェ
ン
ト
ン

反
応
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
に
定
め
ら

れ
た
第
一
種
特
定
有
害
物
質
、
有
機
リ

ン
化
合
物
を
除
く
第
三
種
特
定
有
害
物

質
、
ト
ル
エ
ン
、エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
、
キ
シ
レ

ン
、
Ｐ
Ａ
Ｈ（
多
環
芳
香
族
化
合
物
）お
よ

び
炭
素
数
が
二
〇
以
下
の
ガ
ソ
リ
ン
、
軽

油
、
灯
油
な
ど
の
石
油
系
炭
化
水
素
を

効
果
的
に
分
解
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
一
方
、
フ
ェ
ン
ト
ン
反
応
に
よ
る

酸
化
分
解
作
用
は
短
時
間
で
終
息
す
る

た
め
、
通
常
は
複
数
回
に
分
け
て
フ
ェ
ン

ト
ン
反
応
を
起
こ
す
薬
剤
を
注
入
す
る

が
、い
か
に
効
率
よ
く
浄
化
対
象
物
質
に

到
達
さ
せ
て
接
触
さ
せ
る
か
が
原
位
置

化
学
酸
化
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

当
社
で
は
、
地
質
の
専
門
技
術
者
に

よ
る
現
地
の
事
前
調
査
な
ら
び
に
土

壌
・
地
下
水
試
料
を
ラ
ボ
に
送
っ
て
化
学

の
専
門
技
術
者
が
実
施
す
る
ト
リ
ー
タ

ビ
リ
テ
ィ
ー
試
験
の
結
果
を
踏
ま
え
て
土

木
の
専
門
技
術
者
が
原
位
置
浄
化
工
事

を
設
計
す
る
。
事
前
調
査
で
は
、
特
に

汚
染
原
因
と
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｌ（
非
水
溶
性
流

体
）の
存
在
位
置
、
汚
染
の
拡
散
経
路
お

よ
び
浄
化
対
策
が
必
要
な
範
囲
を
評
価

し
、
汚
染
の
発
生
か
ら
現
在
の
状
況
に

至
っ
た
経
過
、
そ
し
て
浄
化
対
策
実
施
後

の
効
果
に
つ
い
て
の
適
切
な
シ
ナ
リ
オ
を

描
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
フ
ェ
ン
ト
ン

反
応
に
よ
る
原
位
置
化
学
酸
化
で
は
Ｎ

Ａ
Ｐ
Ｌ
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
フ
ェ
ン
ト

ン
反
応
剤
の
注
入
直
後
は
汚
染
物
質
が

分
解
さ
れ
濃
度
が
低
下
す
る
が
、
Ｎ
Ａ
Ｐ

Ｌ
が
残
っ
て
い
る
と
分
解
反
応
が
終
息
し

た
後
も
汚
染
物
質
は
供
給
さ
れ
続
け
、

濃
度
の
再
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
ト
リ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
試
験
で
は
、

フ
ェ
ン
ト
ン
反
応
に
よ
る
浄
化
対
象
物
質

の
分
解
の
程
度
を
確
認
し
、
フ
ェ
ン
ト
ン

反
応
剤
の
注
入
量
や
注
入
回
数
を
設
定

す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
を
得
る
。
浄

化
の
手
順
を
図
１
に
示
す
。

フ
ェ
ン
ト
ン
反
応
の
影
響
と
し
て
、
ｐ

Ｈ
低
下
に
伴
う
重
金
属
の
溶
出
や
埋
設

配
管
等
の
金
属
腐
食
の
懸
念
が
指
摘
さ

れ
る
が
、
ｐ
Ｈ
に
つ
い
て
は
７
程
度
以
下

で
あ
れ
ば
十
分
に
反
応
す
る
こ
と
を
確
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認
し
て
お
り
、
弱
酸
で
あ
る
有
機
酸
を

用
い
て
い
る
。
金
属
の
腐
食
に
つ
い
て
は
、

フ
ェ
ン
ト
ン
反
応
剤
へ
の
長
期
浸
漬
試
験

で
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

プ
ロ
パ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
工
法

原
位
置
浄
化
技
術
に
共
通
す
る
課
題

と
し
て
、
浄
化
対
象
と
な
る
地
盤
へ
の
浄

化
促
進
剤
の
効
率
的
な
供
給
方
法
が
あ

げ
ら
れ
る
。
当
社
で
は
、
地
盤
の
透
水

性
や
土
質
に
応
じ
て
、
井
戸
注
入
工
法
、

ロ
ッ
ド
注
入
工
法
、
プ
ロ
パ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
工

法
な
ど
の
方
法
を
使
い
分
け
て
い
る
。
プ

ロ
パ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
工
法
は
、
プ
ロ
パ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
砂
層
を
原
位
置
地
盤

に
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
浄
化
促
進
剤

の
汚
染
土
壌
へ
の
浸
透
性
を
向
上
さ
せ

る
工
法
で
あ
る
。
プ
ロ
パ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
工

法
の
要
素
技
術
で
あ
る
砂
層
を
形
成
す

る
方
法
は
、
ハ
イ
ド
ロ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
法

（
水
圧
破
砕
）を
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
ハ
イ
ド
ロ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
法
は
、

岩
盤
を
対
象
と
し
て
坑
井
内
に
地
層
・

岩
層
が
保
有
す
る
応
力
に
打
ち
勝
つ
よ

う
な
高
圧
の
流
体
（
フ
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

流
体
）
を
圧
入
し
、
地
下
に
亀
裂
（
フ
ラ

ク
チ
ャ
ー
）
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
亀
裂
を

拡
張
・
伸
展
さ
せ
る
。
同
時
に
開
口
し
た

割
れ
目
が
閉
じ
な
い
よ
う
に
粒
状
の
プ

ロ
パ
ン
ト（
支
持
材
）を
充
填
し
て
プ
ロ
パ

ン
ト
層
を
形
成
し
、
透
水
性
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
で
油
井
や
熱
水
の
生
産
量
、

還
元
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
プ
ロ
パ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
工
法
は
、

高
圧
の
流
体
に
粘
性
流
体
を
使
用
し
、

生
じ
た
亀
裂
や
割
れ
目
に
支
持
材
と
し

て
砂
を
圧
入
す
る
方
法
で
あ
り
、
形
成

さ
れ
た
砂
層（
プ
ロ
パ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）を
浄

化
促
進
剤
注
入
の
た
め
の
透
水
層
と
し

て
活
用
す
る（
図
２
）。
注
入
す
る
浄
化

促
進
剤
を
選
ば
な
い
の
で
フ
ェ
ン
ト
ン
反

応
剤
以
外
に
も
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ

ョ
ン
促
進
剤
や
ナ
ノ
鉄
粉
の
効
率
的
な

注
入
に
も
適
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
深

度
３
ｍ
よ
り
浅
い
地
層
や
盛
土
地
盤
の

よ
う
に
乱
さ
れ
た
地
層
に
は
適
用
で
き

な
い
の
で
土
質
に
応
じ
て
他
の
注
入
方

法
を
併
用
し
た
り
、
使
い
分
け
た
り
す

る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

土
壌
汚
染
対
策
工
事
の
件
数
は
年
々

増
加
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
の

対
策
は
汚
染
土
壌
の
掘
削
除
去
に
依
存

し
て
い
る
た
め
、
高
額
な
浄
化
費
用
に
起

因
す
る
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
化
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
土
壌
汚
染
対
策

の
先
進
国
で
あ
る
米
国
で
は
、
汚
染
源

処
理
の
約
６
割
に
原
位
置
処
理
技
術
が

適
用
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も

土
壌
汚
染
の
リ
ス
ク
を
経
済
的
に
低
減

で
き
る
原
位
置
浄
化
技
術
の
普
及
が
望

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
一
役
が
担
え
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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特集2 土壌汚染対策の最新動向と調査・浄化法 

図１　原位置浄化の手順

図２　プロパゲーション工法の浄化イメージ


